
「
十
符
人（
と
ふ
と
）」で
は
、
毎
月
、

利
府
の
魅
力
づ
く
り
や
魅
力
発
信
に
貢
献

し
て
い
る
方
を
取
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

利
府
の〝
美
味
し
い
〞が
集
ま
っ
た

「
ア
グ
リ
サ
ン
タ
ハ
ウ
ス
」へ
！

力
を
入
れ
、
ま
た
町
の
皆
さ
ん
の
ふ
れ
あ
い

の
場
と
な
る
よ
う
検
討
を
重
ね
ま
し
た
」

と
話
し
ま
す
。
店
舗
奥
に
は
地
域
の
方
々

が
自
由
に
活
用
で
き
る『
サ
ン
タ
ル
ー
ム
』、

建
物
西
側
に『
子
ど
も
体
験
農
園
』、
北
側

に
も
畑
や
収
穫
祭
な
ど
が
で
き
る
ス
ペ
ー

ス
を
設
け
て
い
ま
す
。 「
お
子
さ
ん
達
に
は

こ
の
春
か
ら
農
園
で
サ
ツ
マ
イ
モ
の
植
え

付
け
な
ど
様
々
な
農
業
体
験
を
し
て
も
ら
う

予
定
で
す
。
町
の
皆
さ
ん
に
農
業
へ
の
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
人
と
人
を

つ
な
ぐ
出
会
い
の
場
と
し
て
、
ま
た
町
の

情
報
発
信
基
地
と
し
て
、
多
く
の
方
々
に

愛
さ
れ
、
親
し
ま
れ
る
施
設
に
し
て
い
き

た
い
」と
鈴
木
代
表
取
締
役
。
ふ
れ
あ
い

マ
ル
シ
ェ
の
産
直
野
菜
も
、
サ
ン
タ
カ
フ
ェ
の

ラ
ン
チ
も
抜
群
の
美
味
し
さ
！
ぜ
ひ
、
足
を

運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
！

　昨
年
11
月
、
春
日
に
小
さ
な
農
業
の

テ
ー
マ
パ
ー
ク『
ア
グ
リ
サ
ン
タ
ハ
ウ
ス
』が

誕
生
。『
ふ
れ
あ
い
マ
ル
シ
ェ
』に
は
、
町
の

農
家
さ
ん
達
が
つ
く
る
新
鮮
野
菜
や
加
工

品
な
ど
が
ず
ら
り
。
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン

『
サ
ン
タ
カ
フ
ェ
』で
は
9
時
か
ら
朝
カ
フ
ェ
、

11
時
か
ら
美
味
し
い
食
事
が
楽
し
め
、『
横
浜

ア
ッ
プ
ル
パ
イ
』も
大
人
気
で
す
。
運
営

を
担
う
の
は（
一
財
）花
園
ま
ち
づ
く
り

記
念
財
団
で
立
ち
上
げ
た
利
府
町
初
の
農
業

法
人
㈱
ア
ー
ル
エ
フ
フ
ァ
ー
ム
。
同
社
の

代
表
取
締
役
・
鈴
木
政
夫
さ
ん
は
、「『
十
符

の
里
農
産
物
直
売
所
・
ふ
れ
あ
い
館
』の

移
転
に
伴
い
農
業
支
援
の
事
業
の
拡
大
を

目
指
し
、
よ
り
新
鮮
で
豊
富
な
品
揃
え
に

1952年利府町生まれ。2013年に利府町役場を退職、2015年に十符の里
農産物直売所に入会。また（一財）花園まちづくり記念財団・理事を務める。
町の農業生産者の支援等を目的としたプロジェクトに参画し、2021年に
農業法人㈱アールエフファーム設立、代表取締役に就任。2022年に「アグリ
サンタハウス」オープン。

農業法人　株式会社アールエフファーム
代表取締役 鈴木政夫さん

すずき まさお

「ふれあいマルシェ」の
新鮮野菜

「サンタカフェ」店内

アグリサンタハウス　☎022-290-3955　利府町春日字山崎28-2　
定休日／火曜・水曜　営業時間／ふれあいマルシェ：9:00 ～ 16:00　サンタカフェ：朝カフェ9:00 ～ 11:00　カフェ11:00 ～ 16:00　http://agri-santa.com/

　3月26日（日）、ｔｓｕｍｉｋｉ、りふレ横丁、駅前広場を会場に、
パン、焼き菓子、スイーツや本、雑貨など３０店が出店し、悪天候
の中での開催でしたが、町内外から多くのお客様にご来場いた
だきました。 
　ｔｓｕｍｉｋｉでは、今後も「こ・あきない市」をはじめ
としたマルシェイベントや交流会など、様々なイベ
ントを定期的に開催していきます。 最新情報は
ｔｓｕｍｉｋｉのＨＰやＳＮＳをご確認ください。 ▲tsumiki HP

こ・あきない市2023春の陣を開催しました
りふレ横丁では、焼きそばや、めだかすくいが子どもたちに大人気でした 
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５月８日から新型コロナウイルス感染症が５類感染症に移行され、それに先だって
マスクの着用が個人の判断に委ねられるようになるなど、ようやく今までの日常が戻り
つつあるように思います。引き続き必要な感染対策を図りながら、新年度となり
心機一転今までできなかった様々なことにチャレンジしていきたいですね。（S） 
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